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等値とすることができる。2008 年の予想国際価格を使って、同じケースのそれぞれの需要曲線から、

インド経済と ROW 経済が需要する量を読み出すことができる。 

 

 同様に、付録表 2 のインド（ROW）の予想 GDP の数字を使って、インドの輸出禁止のケースにつ

いての均衡価格と量を求めるために、インド（ROW）の需要関数と供給関数を等値とすることができ

る。2008 年に世界、ROW、インドという異なる状況で消費された価格と量の予想推定値は、本文の

表 2 の通りである。 

 

 本文の表 2 を参考にすると、輸出禁止による ROW の消費者余剰の減少は、ΔCS=［輸出禁止の

もとでの消費量＊輸出禁止による価格上昇］+0.5＊［輸出禁止による消費量の減少＊価格上昇］

=3,049 億ドルである。輸出禁止による短期の ROW の生産者収入の増加はΔPS=［2008 年の ROW

の生産量＊輸出禁止による価格変動］=2,985 億 2,000 万ドルである。ROW の厚生の変化はΔPS

−ΔCS=63 億 8,000 万ドルである。この ROW の厚生の減少は、インドの GDP の 0.2%、世界の GDP

の 0,01%である。 
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